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教育目標 
 

・心身ともに健康で明るく、たくましい 

幼児児童生徒 
 

・自分のことは自分でできる幼児児童生徒 
 

・心豊かで思いやりのある幼児児童生徒 
 

・最後まで努力し、自分の持てる力を発揮し

喜んで働く幼児児童生徒 

 

 

 

  

コロナ感染症が５類へ移行した機に４年ぶりの開催となった、全国特別支援学校長研究大会「研究主

題：共生社会の実現に向けた特別支援学校の経営の在り方～令和の日本型教育における特別支援教育の

在り方～」（東京オリンピックセンター ６月１５日～１６日）に参加しました。約１２００名の各都

道府県特別支援学校長が参加する大変大きな大会でした。 

 この研究大会は全国特別支援学校長会(全特長)が主催するものです。全特長は昭和３８年に結成され

「特別支援学校に関する教育の課題について協議研究し、特別支援教育の振興を図ること」を目的とし

「特別支援教育に関する調査研究と課題解決への方策の検討、会員の研修、学校経営の関する諸問題の

解決、関係機関との連携協力、その他全特長の目的を達成するために必要な事業を実施する」となって

います。 

 文部科学省行政説明、講演Ⅰ・Ⅱ、研究協議会(1)(2)、全特長経営課題別研究会Ⅰ・Ⅱ、事業報告多

数等、内容の濃い大会でした。 

 文部科学省から「特別支援教育の動向について」行政説明がありました。特に気になった２点につい

て、説明します。 

（１）学校卒業後の障害者が学ぶ場の充実 

 誰もが、障害の有無に関わらずともに学び生きる共生社会の実現や障害者の主体的な学びの重視、個

性や得意分野を生かした社会参加の実現を目指していくとのことです。  今後、取り組む施策として 

 ①学校教育から卒業後における学びの円滑な移行 

 ②多様な学びの場作り 

 ③福祉、労働等の分野の取組と学びの連携の強化 

 ④障害者の生涯学習を推進するための基盤の整備 

 等となっています。 

 

 

 高等教育機関(高校卒業後)への進学率が全体で８割を超える中、障害者の進学率は約２．２％(知的

障害者に限れば 0.5％)に留まっています。上のＱＲコードから「だれでも いつでも 学べる社会へ」

文部科学省制作のリーフレットが見られます。興味のある方は一度ご覧になってください。今後の国の

動向に注視したいと思います。 

（２）これからのＩＣＴの活用について 

 ＩＣＴは、障害の有無を問わず、子どもが主体的に学ぶために有用なものであるとともに、特別な支

援を必要とする子どもに対しては、その障害の状態や特性及び心身の発達の段階に応じて活用すること

により、各教科等の学習の効果を高めたり、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服するため

の指導に効果を発揮したりすることができる重要なものである。また、合理的配慮を提供するに当たっ

ても必要不可欠なものとなりつつある、と説明がありました。 

 本校においても、学習指導要領に沿った、各教科等の指導の充実及びＩＣＴの有効的な活用・実践す

ることを研究課題として取り組んで行きたいと考えています。初めての大会参加でしたが、これからの

特別支援学校の方向性の一端が見える２日間でした。 

 

 

←「文部科学省

制作 だれでも 

いつでも 学べ

る社会へ」 

令和５年度 全国特別支援学校長研究大会に参加して 
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高等部 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

幼稚部・小学部 
   

 

 

 ５月３１日（水）に人権擁護委員の辺土名

清子先生をお招きしての「人権教室」が開催

されました。学年ごとに、「自他の尊重」など

違うテーマについて、紙芝居やＤＶＤなどを

活用し、生徒たちにも分かりやすい授業をし

ていただきました。生徒の皆さんも楽しみな

がら、人権について学ぶことかできました。 

６月壁画 

蒸し暑い日が続く 

毎日ですが、梅雨の 

ジメジメを感じさせ 

ることもなく学校生活を楽しんでいます。

６月の壁面作成では「あしたてんきなれ」

をテーマにして、色水遊びで紫陽花を再現

し、かわいい作品に仕上げました。 

「感謝の気持ちを伝えよう」を目標に

２年生は紙粘土で、世界に一つだけの

金メダルを作りました。また「お父さ

ん大好きで賞」と名付けた賞状には、

日頃頑張っているお父さんへ愛溢れ

るメッセージを書き、 

メダルと共に贈りま 

した。 

 
父の日 

慰霊の日 
今年も 78 年目の

慰霊の日を迎えた

沖縄。2年生は絵本

の読み聞かせと「月

桃」を歌い、平和の

象徴「鳩」の色塗り

をして玄関前に掲

示し、恒久平和を願

いました。 

プール学習スタート！ 

５月２２日（月）から全学年、プール学習が

スタートしました。プールが大好きな生徒たち

は、ビート板を使って泳いだり、浮き輪でぷか

ぷか浮いたりと、水の感触を楽しみながら身体

を器用に使って学習している姿が見られます。

最後まで、安全に気をつけて楽しく学習を行い

たいと思います。 

中学部 

校内班 

校外班 
前期就業体験の報告をお伝えします。校内班

と校外班に分かれ貴重な経験を積み、自己成

長を遂げました。生徒たちは職場のルールや

マナーを学び、仕事に真剣に取り組みました。

また、協力やチームワークの大切さも学びま

した。現場での課題に直面しながらも、粘り

強く取り組み解決していく姿勢に感銘を受け

ました。 
報告会 

 

行事予定（７月・８月） 

 ３日(月) 保護者面談期間(13:20 下校)～7 日(7/5 幼高通常日課) 

高等部授業見学(外部) 

４日(火) 体重測定･校外学習(小 3)・小学部授業見学(外部) 

５日(水) 交流学習(中) ・授業参観(小)2 校時、学部 PTA（小） 

６日(木) 校外学習(小 1)・高等部授業見学(外部) 

７日(金) 校外学習(幼)・小学部授業見学(外部) 

１１日(火) 薬物乱用講演(高)・くろしお号 

１４日(金) 授業改善研修会(下校:幼小高 12:40、中 14:05) 

１７日(月) 海の日 

１８日(火) カミカミの日 

 

２０日(木) 1 学期終業式(13:20 下校) 

２２日(土) PTA プール開放 ～23 日 
       沖特 P 協スポーツ大会練習日･西特まつり練習日～23 日 

２５日(火) 沖特中文祭･開会セレモニー ～30 日 

２９日(土) 沖特 P 協スポーツ大会 

８月 

１日(火) 西特まつり練習日 

３日(木) PTA 事業所(施設)見学会 ～4 日 

９日(水) 学校閉庁日～11 日 

２３日(水) PTA 役員会 


